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ハットリング工法の施工状況

／＼ツトリンク、工法の構造図
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フ
ト
対
策
を
実
施
す
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こ
と
も
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と
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っ
て
い
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災
後
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図
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さ
れ
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す
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訓
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実
施
し
、
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イ
ク
ル
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改
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し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

下
水
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お
け
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地
震
対
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ユ
ズ
句
月

を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
下
水
道
B
C
P
の
策
定

等
の
ソ
フ
ト
対
策
に
つ
い
て

も
早
期
の
実
施
に
注
力
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

ハ
ッ
ト
リ
ン
グ
工
法
研
究
会

ハ
ッ
ト
リ
ン
グ
工
法
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
マ
ン
ホ
ー
ル
に
設

置
し
、
地
震
時
の
液
状
化
に

よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
浮
力
に
対

し
て
ブ
ロ
ッ
ク
と
埋
め
戻
し

土
の
重
量
及
び
マ
ン
ホ
ー
ル

の
自
重
に
よ
っ
て
浮
上
を
防

止
す
る
「
重
量
化
」
工
法
の

一
つ
で
あ
る
。

ハ
ッ
ト
リ
ン
グ
工
法
研
究

会
は
、
本
工
法
の
普
及
促
進

を
目
的
に
2
0
0
7
年
5
月

に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
設

立
以
来
全
国
各
地
で
の
試
験

施
工
の
実
施
や
展
示
会
へ
の

出
展
等
積
極
的
な
活
動
を
行

っ
て
、
工
法
の
理
解
と
知
名

度
の
向
上
を
図
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
各
方
面
か
ら
の

理
解
と
評
価
を
得
て
、
1
0
年

度
ま
で
に
ュ
0
0
0
基
以
上

の
施
工
実
績
と
な
っ
た
。

被
災
地
で
あ
る
東
北
地
区
や

千
葉
県
内
で
ハ
ッ
ト
リ
ン
グ

工
法
に
よ
る
浮
上
抑
制
対
策

を
行
っ
た
も
の
が
数
多
く
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
対
策
済
み
の

マ
ン
ホ
ー
ル
は
浮
上
し
て
お

ら
ず
、
「
確
実
な
工
法
で
あ

る
」
と
好
評
価
を
頂
い
て
い

る。

ハ
ッ
ト
リ
ン
グ
工
法
の
特

な
い
の
で
不
同

沈
下
の
懸
念
も

無
い
。
ま
た
、

地
震
時
に
お
い

て
水
平
方
向
の

慣
性
力
も
増
大

す
る
こ
と
は
な

く
安
定
性
が
高

い。
②
浮
上
抑
制

の
仕
組
み
が
単

純
・
明
快
で
あ

り
、
確
実
な
抑

1
0
0
0
基
超
の
施
工
実
績

土
木
学
会
技
術
評
価
の
取
得

こ
の
実
績
の
中
に
は
、
3
　
徴
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

月
1
1
日
の
東
日
本
大
震
災
の
　
る
。

①
マ
ン
ホ
ー
ル
（
既
設
・

新
設
と
も
に
可
）
の
周
囲
を

掘
削
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
外

側
に
リ
ン
グ
状
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
設

置
。
さ
ら
に
そ
の
上
部
は
砕

石
で
埋
め
戻
し
、
重
量
増
加

を
図
る
。
た
だ
し
、
常
時
は

マ
ン
ホ
ー
ル
に
そ
の
荷
重
は

作
用
し
な
い
分
離
構
造
と
な

っ
て
お
り
、
対
策
後
も
マ
ン

ホ
ー
ル
の
票
里
増
加
は
生
じ

制
が
可
能
で
あ
る
。

③
マ
ン
ホ
ー
ル
本
体
を
損

傷
す
る
こ
と
な
く
対
策
工
事

が
で
き
る
。

④
設
置
工
事
に
特
殊
な
施

工
技
術
や
機
具
を
必
要
と
し

な
い
た
め
、
施
工
が
容
易
で

ある。⑤
基
本
的
に
施
工
後
の
維

持
管
理
に
手
間
と
費
用
が
か

か
ら
な
い
。

⑥
施
工
速
度
が
速
く
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ー
カ
所
あ
た
り
の

標
準
工
事
費
（
直
工
）
も
2
5

万
円
程
度
と
安
価
で
あ
る
。

同
研
究
会
で
は
1
0
年
度
に

『
汲
状
化
現
象
に
よ
る
マ
ン

ホ
ー
ル
の
浮
上
抑
制
技
術

「
ハ
ッ
ト
リ
ン
グ
工
法
」
』
と

し
て
、
土
木
学
会
・
技
術
評

価
制
度
に
基
づ
く
技
術
評
価

を
取
得
し
、
さ
ら
に
昨
年
3

月
に
は
N
E
T
I
S
登
録

（
S
X
－
0
9
0
0
ュ
0
－

A
）
を
完
了
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
採
用
実

苗
は
千
葉
県
松
戸
市
、
宮
城

県
流
域
下
水
道
、
新
潟
県
流

域
下
水
道
、
東
松
島
市
、
沼

津
市
、
那
覇
市
等
々
で
あ

り
、
さ
ら
に
‖
年
度
は
横
浜

市
、
富
山
市
等
で
の
採
用
が

決
定
し
て
い
る
。
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眈樹蟹

東日本大震災の被災地でも「確実な工法」と評価

㈱土木学会・技術評価制度に基づく技術評価を取得，

NETIS登録（SKrO90010－A）完了

1．はじめに

ハットリング工法は，鉄筋コン

クリート製のブロックをマンホー

ルに設置し，地震時の液状化によ

るマンホール浮力に対してブロッ

クと埋め戻し土の重量およびマン

ホールの自重によって浮上を防止

する「重量化」工法の一つである。

ハットリ、ング工法研究会は，本工

法の普及促進を目的に2007年5月

に設立されたもので，設立以来全

国各地での試験施工の実施や展示

会への出展等積極的な活動を行っ

て，工法の理解と知名度の向上を

図ってきた。

その結果，各方面からの理解と

評価を得，昨年度までに1000基以

上の施工実績となった。この実績

の中には，このたびの東日本大震

災の被災地である東北地区や千葉

県内でハットリング工法による浮

上抑制対策を行なったものが数多

くあった。これら対策済みのマン

ホールは浮上しておらず，「確実

な工法である」と好評価をいただ

いている。

2．特　徴

ハットリング工法の特徴は次の

／／♂

図　ハットリング工法の施工状況

ようなものである。

②マンホール（慨設・新設ども

に可）の周囲を掘削し，マン

ホールの外側にリング状の鉄

筋コンクリートブロックを設

置。さらにその上部は砕石で

埋め戻し，重量増加を図る。

ただし，常時はマンホールに

その荷重は作用しない分離構

造となっており，対策後もマ

ンホールの重量増加は生じな

いので不同沈下の懸念もない。

また，地震時において水平方

向の慣性力も増大することは

なく安定性が高い。

②浮上抑制の仕組みが単純・明

快であり，確実な抑制が可能

である。

③マンホール本体を損傷するこ

となく対策工事ができる。

④設置工事に特殊な施工技術や

機具を必要としないため，施

ハットリング工法

写真　下水道展－11東京　出展ブー

スの様子

工が容易である。

⑤基本蘭一に願工後の歴揮管理

に手間と費用がかからない。

⑥施工速度が速く，マンホー

ル1箇所あたりの標準工事

費（直工）も25万円程度と

安価である。

3．採用実績

同研究会では昨年度，『液状化現

象によるマンホールの浮上抑制技

術「ハットリング工法」』として，

㈱土木学会・技術評価制度に基づ

く技術評価を取得し，さらに昨年

3月にはNETIS登録（SK－0900

10－A）を完了している。これま

での主要な採用実績は千葉県松戸

市，宮城県流域下水道，新潟県流

域下水道，東松島市，沼津市，那

覇市等々でありさらに本年度は横

浜市，富山市等での採用が決定し

ている。
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